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京都府立大学 流木祭・新歓夜祭実行委員会規約 

(令和 4 年 12 月 20 日改正） 

第一章総則 

 

第一条 

（名称）本会は流木祭・新歓夜祭実行委員会と称する。 

 

第二条 

（目的）本会は京都府立大学（以下、本学）の学園祭の企画・運営を行うことで、本学の学

生や教職員同士、及び地域住民との交流を活性化し、本学学生の人間形成、さらに本学およ

び地域の発展を目的とする。 

 

第三条 

（事業）本会は第二条の目的を達成するために以下の事業を行う。 

イ) 流木祭の企画や運営に関する事業 

ロ) 新歓夜祭の企画や運営に関する事業 

ハ)京都府立大学中央連絡協議会（以下、中連協）に関する事業 

ニ) その他必要な事業 

 

第二章構成 

 

第四条 

（資格）以下の要件を満たず者が本会の委員となる資格を有する。 

イ) 本学の学生 

ロ) 中連協の会員 

ハ)第二条の目的に賛同する者 

 

第五条 

（入会及び脱会）本会への入会及び脱会については全体会議の承認を得なければならない。 

 

第六条 

（委員の権利）委員は本会の定める会議への出席する権利を有する。 

 

第七条 

（委員の職務）委員は第二条の目的を達成するために本会の活動に尽力し、その活動に関す

る知識や技術を継承していかなければならない。 
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第八条 

（委員の義務）委員は本会の定める会議の決定に従わなければならない。 

第九条（肩) 本会は第三条の事業を行うために以下の局を置く。 

イ） 会場局 

ロ） ステージ局 

ハ） 広報局 

ニ） 渉外局 

ホ）企画局 

ヘ）事務局 

 

第十条 

（役員） 本会の役員は以下のとおりである。 

ィ）委員長 一名 

ロ）副委員長 一名 

ハ）会計 一名 

ニ）局長各局 一名 

 

第十一条 

（委員長）委員長は、全委員の意思を迷置し、本会の活動と運営を代表するとともに、同員

の任命維を持つ。 

 

第十二条 

（副委員長）副委員長は、委員長を伝し、必要に応じて委員長を代理する。 

 

第十三条 

（会計） 会計は本会の収支に関し適切な執行が行われるよぅに管理し、その記録を保管す

る。 

 

第十四条 

(局長）局長は各局を代表する。 

 

第十五条 

（役員の選出および決定）役員は全委員から選出し、全体会議において決定する。 

 

第十六条 
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（役員の兼任）役員の兼任は不可とする。ただし、やむを得ない理由がある場合はこの限り

ではない。 

 

第十七条 

（役員の決定時期）流木祭後年内 12 月 31 日までに行われる全体会議において役員の決定

を行う。 

 

第十八条 

（役員の任期）役員の任期は一年とする。 

 

第十九条 

（臨時役員）臨時役員は第二条の事業を実施するために必要な場合、これを置くことができ

る。 

 

第二十条 

（臨時役員の選出と承認）臨時役員は役員会議において選出し、全体会議において承認を得

なければならない。 

 

第二十一条（臨時役員の権利)臨時役員は役員会に出席する権利を有する。 

 

第三章会議 

第二十二条（会議）本会には、以下の会議を置く。 

イ) 全体会議 

ロ) 役員会議 

ハ）局会議 

 

第二十三条（全体会議）全体会議は本会の全委員によって構成され、本会の最高決議機関で

ある。全体会議の職務は以下の通りである。 

イ) 本会の活動・運営に関する一般事項 

ロ) 予算の承認 

ハ) 決算の承認 

ニ) 本会への入会、脱会の審議 

ホ) 役員会議および局会議において全体会議の議決を必要と認めた事項 

へ) その他委員長が全体会議の議決を必要と認めた事項 

 

第二十四条（全体会議の招集）全体会議の招集は委員長が行う。ただし、委員長の判断のも
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と委任できる。 

 

第二十五条（全体会議の酸長）全体会議の議長は委員長が行う。ただし、委員長が不在の場

合はその限りではない。 

 

第二十六条（全体会議の定足数）全体会議は本会に所属する全委員の三分の二以上の出席を

持って成立する。 

 

第二十七条（全体会議の議決方法）全体会議の決は出席委員の過半数を持って決する。可否

同数の場合は議長の決するところによる。 

 

第二十八条（役員会議） 役員会議は本会の役員及び臨時役員によって構成され、以下の職

務を持つ。 

イ) 臨時役員の選出 

ロ) その他委員長が役員会議の議決を必要と認めた事項 

 

第二十九条（役員会議の議決）役員会議の議決は全体会議において承認を得ない限りその効

力を失う。 

 

第三十条 

（役員会議の招集） 役員会議の招集は委員長が行う。 

 

第三十一条 

（役員会議の議長）役員会議の議長は委員長が行う。ただし、委員長が不在の場合はその限

りではない。 

 

第三十二条 

（役員会議の定足数）役員会議は全役員及び臨時役員の三分の二以上の出席を持って成立

する。 

 

第三十三条 

（役員会議の議決方法） 役員会議の議決は出席役員の過半数を持って決する。可否同数の

場合は議長の決するところによる。 

 

第三十四条 

（肩会議）局会議の招集は各局長が必要に応じてこれを行う。 
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第四章 会計 

第三十五条（経費の支弁） 本会の経費は次に掲げるもので支弁する。 

イ) 学祭運営費 

ロ） 後援会援助金 

ハ） 大学援助金 

ニ)流木祭パンフレット広告収入 

ホ）その他収入 

 

第三十六条 

（会計年度）本会の会計年度は四月一日に始まり、翌年の三月三十一日までとする。 

 

第三十七条 

（予算）本会の予算は毎会計年度当初に予算案を作成し、全体会議の承認を得て決定する。 

 

第三十八条  

（決算） 本会の決算は毎会計年度末までに決算報告書を会計が作成し、全体会議に提出し

なければならない。 

 

第三十九条（会計書類の提出） 会計は支出に応じて会計書類を作成し、全体会議に捉 

出しなければならない。 

 

第五章附則 

第四十条 

（規約の改正）規約の改正は、全委員の十分の一以上の発談の後、全体会議において三分の

二以上の同意を得なければならない。 

 

第四十一条 

（解散）本会の解散は、全体会議において出席者の三分の二以上の同意を得、役員全員の承

認を得なければならない。 

 

第四十二条 

（細則） 本会の活動に必要な細則は全体会議の議決を経て別にこれを定めることができる。 

 

第四十三条 

（実施）この規約は令和 4 年 12 月 20 日から実行する。 
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この規約の記載内容について事実と相違ないことを証明します。 

代表者 服部虎太朗 


